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発 行 日
　2月6 ～ 7日にパシフィコ横浜にて、第18回「震
災対策技術展」横浜－自然災害対策技術展－が
開催され、防災科研では災害リスク研究ユニット
から展示ブースとセミナーでの講演の他に、今回
から新しく開設された災害アプリ体験コーナーへ
の出展を行いました。
　展示ブースでは、全国地震動予測地図をウェ
ブ上で閲覧できる「地震ハザードステーション（ J-
SHIS）」、地震発生直後に揺れの状況や震度遭遇
人口の情報が分かる「J-RISQ地震速報」、ノイズ
低減手法の開発成果を用いスマートフォン等での
震度表示を可能とした「i震度」の紹介、その他に
地震ハザード情報をもとに地震危険度の診断書
が作成できる「地震ハザードカルテ」のデモを行い
ました。
　また、災害時に防災関係機関が円滑に情報連
携できるための自治体向け災害対応システム「官
民協働危機管理クラウドシステム」、仮設住宅等
の被災者に関する情報を共有・管理する「見守り
情報管理システム」、「eコミュニティ・プラットフォー
ム」や「防災コンテスト」の紹介を行いました。ブー
ス内では研究者の話に熱心に耳を傾けている人、
ポスターを真剣に眺めている人、たくさんの配付
資料を持ち帰る人など、多くの来場者がこれらの
研究成果について関心を寄せていました。
　新設された災害アプリ体験コーナーではスマー
トフォンやタブレット型端末を展示し、地震ハザー
ドステーションの一部の情報を手軽に利用でき
るJ-SHISアプリ、長周期地震動の揺れ方がわか
る「ゆれビル」、今いる場所ではどのような地震災
害が想定されるかを示す「もしゆれ」のデモを行い、
来場者は手にとってこれらのアプリを興味深く操
作していました。
　7日の午後には兵庫耐震工学研究センターの長
江主任研究員による「南海トラフ巨大地震時にお
ける建築物の被害と対策　～世界最大の震動実
験施設Ｅ－ディフェンスを用いた調査研究～」のセ
ミナーが開催され、多くの聴講者が詰めかけてい
ました。
　今回の展示会では、数年前と比較してより多く
の方に「J-SHIS」を知ってもらえていることを感じ
ました。今では手軽に利用できる無料アプリも提
供していますので、皆さまにご利用していただき、
防災に役立ていただければ幸いです。
災害アプリ体験コーナー
ブースでは、セミナー関連ポスターも掲示
